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カトリック高円寺教会 

主任司祭 高木健次神父 

 

前にもお話ししたかもしれませんけれども、以前にラジオを聞いていました

らアナウンサーの人が自分のした仕事の思い出話をしている、そういうときが

ありまして、昔、日本全国の百歳の人を訪ね歩くという番組があったと思うんで

すが、その番組の思い出を話していました。 

鹿児島のほうのある百歳の女性のところをお尋ねしたときに、その女性はま

だ元気で毎日近くの神社、神道の神社にお参りしてお祈りするというのが日課

になっていたわけですが、そういうテレビの番組の一つの形式と言いましょう

か、アナウンサーは「毎日何をお祈りしてるんですか？」と聞いたんです。その

アナウンサーの人は、返って来る答えは元気で長生きできるようにとかそうい

うような答えが返って来ると予想していたけれども、返って来た答えにとても

驚いて関心したという話なんです。 

どんな答えだったかと言えば、「『何か間違っていることがあったら教えてく

ださい。直しますから』ってお祈りしてます」というようなことだったそうなん

です。長い人生を歩んでそして百歳になってもなお神様の――わたしたちと宗

教は違うかもしれませんけど――神様の前で自分の間違いを教えてもらうこと

を願っているというその人の人生への向き合い方というのに大変驚いたという

ことだったわけです。 

 

今日の福音の中では、目が見えないそして物乞いをしていたというバルティ

マイという人がイエス様に願う、そういう場面が朗読されたわけですけども、イ

エス様のもとにこの人が来て、イエス様から「何をしてほしいのか」と聞かれた

ときに、「見えるようになりたいのです」――「目が」っていうのは日本語でち

ょっと補足されていて、「目が」っていうのは原文には出てないです――「見え

るようになりたいのです」というふうに願ったということは、わたしたち読者か

らすれば、イエス様は神様だし、そして目が見えない人が「何をしてほしいのか」

と言われたら「見えるようになりたいのです」というふうに願うのは当たり前の

流れのように思いますけれども、よくよく考えると、これは意外な願いであった

と文脈から見ることができます。 

なぜならば、この人は物乞いであった、って出てくるわけです。で、物乞いの

人が道端で叫んで「わたしを憐れんでください」ってふうに叫んでいる場合は、

「何をしてほしいのか」というのは、大体の場合は「何かください」ですよね。
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「何かください、わたしに」って道端で叫で、通りがかりの人が当時貨幣がそん

なに流出してたか分かりませんけども小銭とかあるいは食べ物とか、そういう

ものを置いていくということを期待して叫んでいるわけです。ところがこの盲

人で物乞いの人はイエス様に「何かください」ということは願わずに「見えるよ

うになりたいのです」というふうに願ったっていうふうなことは、そしてそれが

実現した、ならば、イエスの後に従う者に変わりましたというこの福音の箇所は、

わたしたちにも問いかけているように思います。 

わたしたちが他人事
ひ と ご と

として聖書のこの今日の福音を読んでるときには、「『見

えるようになりたいのです』ってイエス様に願うのは当たり前だな。むしろイエ

ス様に出会ったときに『何かちょっとした今日の小銭とかパンをください』って

願う、『見えるようになりたい』って願わないで『何かをいつものようにくださ

い』って願うのは、せっかくの機会にもったいない」というふうに思いますが、

わたしたちの側
がわ

はどうなんだろういうことですね。問われているような気がし

ます。 

イエス様がわたしたちを呼ばれたのは、その瞬間瞬間に自分が満足できるよ

うな何かをくださいと願い続ける、あるいは周りの人が自分の思い通りに動く

ようにということではなくて、むしろわたしたちがイエス様の生き方、その姿を

見て、そこから影響を受け、そしてもう一人のイエスとしてこの世に恵みをもた

らす者に変えられていく、そのためにイエス様は呼ばれたんです。それを願って

いるかどうかいうことを問われているような気がします。 

このバルティマイは、ストーリーの中でイエス様に対して「ダビデの子イエス

よ、わたしを憐れんでください」と叫んだときに、すぐにイエス様のほうがやっ

て来たり、すぐにイエス様のところに取り次いでもらえたりしなかったわけで

す。最初はみんなに黙らさせられて、でも後で「イエス様があなたを呼んでいる」

と言われて、自分のほうからイエス様のほうに移動して行った、近づいて行った

わけです。最初に叫んだときからイエス様に「何をしてほしいのか」と尋ねられ

る間に、すぐに自分の呼びかけに答えられなくて時間のタイムラグと言いまし

ょうか、があるわけです。その間にもしかしたら「自分が本当に望んでいること

は、あるいは望むべきことは何なのか。今日の食べる物をください、なのか。で

もせっかくの機会に願うことはもっと違うことなんではないのか。自分の場合

だったら、自分自身の人生を変えられる、そのためには見えるようになる、それ

こそが本当は願うべきことなんじゃないかな」ということに思い当たって、それ

をイエス様の前に口に出したというふうに想像することもできるような気がし

ます。 

 

わたしたちは今日も一緒にイエス様の前に立っております。わたしたちも何

を願うのか、「何かください」なのか、それとも一人ひとりが「肉体の目は見え
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ているけれども、でも心、魂の目がもっとよくイエス様の導きを、願いを、そし

て神様がすでに与えてくださっている多くの恵みに気がつくことができるよう

に見えるようになりたいのです」と願うのか。どちらでしょうかと考えながら、

でもわたしたちはせっかく呼ばれたんならば、やはりイエス様の姿そして生き

方をもっとよく分かってそこから影響を受けることができるようにと願いたい

なと思います。 

今日わたしたちを呼んでいらっしゃるイエス様の呼びかけに耳を傾け、そし

てその姿を心を通してよりはっきり見て、みあとに従うことができるように、イ

エス様が呼ばれているその信仰の恵みを改めて噛みしめながら、お互いのため

に恵みを願い合いたいと思います。 
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